
山形市少年自然の家
施設利用の手続きについて
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令和７年度 冬期



入所までの手続き

仮申し込みをする
利用日決定通知
自然の家より送付

指導者講習会に参加
研修活動調整

事前打ち合わせ日の決定

入所１ヶ月前まで

事前打ち合わせ
必要書類提出

入所２週間前まで

入所
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事前打ち合わせ時までに必要な書類

① 使用許可申請書と使用許可証

② 研修プログラム（A3版）

④ バス３点セット（見積書・請求書・内訳書）

③ 食事数申込書

※バスの助成がある市内の小・中学校のみ
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※食事の注文をする団体のみ

paper.html


自然の家HPから書類をダウンロード
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提出書類の作成

クリックして
更新してください

ダウンロードは
こちらから



必要な書類を選んでダウンロード

様式を更新している書類も
あります。

過去のデータを修正上書き
し、古い様式で提出すること
のないようご注意ください。

必ずダウンロードして最新の
様式を使用してください。
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①使用許可申請書・許可証

6

様式第２号

少年自然の家使用許可証
年 月 日

様

山形市教育委員会教育長 印

令和 年 月 日 付申請ありました山形市少年自然の家の使用について、下記のとおり許可します。

記

交通手段

男 □ 貸切バス □ 路線バス

女 □ 自家用車 □

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

〒 電話 （ ） －

許可の条件

１　少年自然の家努力目標にあった生活や活動をすること。

２　施設・備品等大切に使用し、損壊・汚損等を生じたときは、現状に復帰すること。

３　この許可証に記載された人員・日程・活動内容等の変更又は使用の取消しをするときは、速やかに変更・取消許可申請を行うこと。

４　活動内容は野外活動が主になるので、使用者の安全管理・指導については、万全の対策をすること。また、万が一の場合に備えて、

　　救急対策も的確にできるように配慮すること。

５　この許可証及び使用料の領収書を使用当日に持参し、受付の際に提示すること。

※　事前打合せとして

令和 年 月 日 時 分 頃、少年自然の家までおいでください。
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（少年自然の家の日程・生活・活動内容について事前準備をしますので、資料持参の上、来所して、職員と十分打合せしてください。）

使用料合計金額 円

別　　　記
様式第１号

少年自然の家使用許可申請書
年 月 日

（あて先）
山形市教育委員会教育長 宛

山形市少年自然の家を使用したいので、計画書を添えて下記のとおり申請します。

記

交通手段

男 □ 貸切バス □ 路線バス

女 □ 自家用車 □

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

月 日 時 分 月 日 時 分

〒 電話 （ ） －

□

□

(　           )

納付書番号

金　　　　額

午前

午後

免除

使
用
料

□

無料

有料

分月

日 受付番号月

許可番号

申 請 受 理 年 月 日

時

許可証交付年月日 令和 年

令和 年

事前打合せ予定日

第１予定

少
年
自
然
の
家
記
入
欄

住所

備 考

（希望事項）

計画書提出・施設教具使用内訳表

使 用 責 任 者

氏名

令和 年 月

月 日

第２予定

ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ ｾ ﾝ ﾀ ｰ ﾎ ｰ ﾙ

野外活動

センター

本 館 ・ 宿 泊 棟

体 育 館

生 活 体 験 の 家

荒 沼 キ ャ ン プ 場

入 退 所 日 時

使 用 目 的

人 員

少年
自然の家
 宿 泊 所

年 月

使 用 者 内 訳 幼　児 小学生

令和 分日

その他

入所

中学生

時 時 分

申請書
住　所

～

学校等
団体名

合　計

月令和

代表者
氏　名

小　計

令和

高校生 大学生

特記事項 特記事項

日令和日 分

一　般
教　師

退所年 日

入場料

入場料

入場料

少年自然の家の使用については、山形市少年自然の家利用の手引きを参照してください。

時
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年

Excel  １ページ目（自然の家へ） Excel  ２ページ目（申請者へ）

user.xls


使用許可申請書(P1）に必要事項を入力すると、
使用許可証（P2）にコピーされる

２枚ともプリントアウトして打ち合わせ時に提出
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許可証・・・利用団体に返却・入所時提示

申請書・・・自然の家預かり

【手続き後】

使用許可申請書・許可証の作成



②研修プログラム（Ａ３版）
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kenshu.doc


・作成手順や記入例は
「自然と友と」P21~P25 を参照
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・本日の調整をもとに作成

・「引率代表者」は
学年主任 or 主担当の先生のお名前で

研修プログラムの作成

・A3版でプリントアウトして打ち合わせ時に提出



○チューブ・そりすべり

○ラングラウフスキー

○雪遊び

○冬の自然散策

○かんじきハイキング

などなど
10

冬期の主な研修活動
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運動広場までの経路 
①スキー庫を出たら、 

体育館の裏に回ります。 

②歩いて移動します 

③運動広場へ向かいます。 

 

 本館 

体育館 

荒沼 

冬期施設利用案内図 
サービスセンター 

ゲレンデ 

野外ｽﾃｰｼﾞ前 

2 

雨沼 

屋根付き広場 

運動広場 

※オリジナルそりコースづくり 

などの活動もできます。 

眺望の砦 

雪像作り,雪合戦などの 

活動ができます。 

尻すべりやそりすべりができます 



ゲレンデについて
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チューブ・そりすべり

○事前に指導者による試走をお願いします。

○指導者は、１コースにつき最低２名。

（スタート地点・ゴール地点）

○ゴール地点の指導者は、止まった地点から

コース外に移動をはじめたらスタートの合図を

旗で伝える。

○チューブを運ぶ時は手で持つ。けらない。

○止まったら登り口に速やかに移動する。
1３



ラングラウフスキー

○道具等は無料で貸し出しします。

・スキー板 ・ストック ・スキーぐつ

○事前に自分に合ったスキーサイズを確認して
おくと、準備がスムーズです。

※身長に応じた適応サイズは「冬期研修資料 P7」 参照

○本館体育館で準備・事前指導後、運動広場
に移動し、コースに出ます。
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ラングラウフスキーコース
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ラングラウフスキー 全コース 
A コース（4.2㎞）                C コース（2.0㎞） 

B コース（3.0㎞）               中央広場コース（1.6㎞） 

 徒歩で移動します 



貸し出し可能な物品と数

○旗 ４組

○トランシーバー １０台

○タイヤチューブ 約１２０本

○雪遊び用スコップ ７０本
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○プラスチックそり 約１２０個

貸出希望物品が
ある場合は
研修プログラムに
明記してください。

その他の貸し出し物品は 「自然と友と」 P２７参照

○尻すべり用そり ５０個



自然の家職員への指導依頼

・クラフト活動 など

・プラネタリウム

・ラングラウフスキー

・自然散策

○ 必ず指導

○ 要請により指導

１7

指導依頼がある場合は
研修プログラムに
明記してください。

【例】
自然散策

（指導依頼３名）



おもな施設の収容人数

昼食休憩や屋内活動の場所として参考にしてください

サービスセンター１階…約５０人

サービスセンター２階…約１２０人

本館体育館…約１２０人

本館研修室…約５０人
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・原則１２時から１３時まで

・２００人程度まで同時に利用可能

【例】 ・活動時間確保のため、１１時半から利用したい

・他団体との同時利用の混雑を避けるため、

少し時間をずらして１１時４５分から利用したい

食事時間の変更は場合によって可能です

本館食堂での昼食

19

kenshu.doc


荒天・雪不足等に備えて

20

荒天時や雪不足時の
研修活動もご準備ください。

・SCや本館でのクラフト活動

・本館でのプラネタリウム

・雪不足時は自然散策 など



・食事休憩の場所・時間の重なり
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・貸し出し物品の数の

上限を上回る重なり

・研修活動（特にゲレンデ利用）の

場所・時間の重なり

荒天・雪不足時の活動場所も調整

同日利用団体との確認・調整



③食事数申込書
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必ず最新版をダウンロードして
作成してください。

資料/【H21】食事数申込書xls.xls


冬期の昼食は、特に要望がなければ、
Aの「カレーライス」の提供となります。

「自然と友と」 P16を参照ください。

「使われている食材」 や 「含まれている
特定原材料等」も明記しています。

※アレルゲンフリーのカレーフレーク使用

23

冬期の食堂昼食メニュー



弁当類の注文について

24

○おにぎり弁当に「はし」はつきません。
必要な場合は各団体で準備してください。

○「サービスセンター」で食べる場合

・昼食開始時刻の３０分前を目安に、

自然の家職員がサービスセンターまで届けます。

・弁当の空箱等は、付属のごみ袋に入れて、ＳＣ

事務室へお声がけください。こちらで処分します。

資料/【H21】食事数申込書xls.xls


25

食事注文時の注意

・注文は、利用の２週間前までになります。

・注文後も食事数の変更ができます。
ただし、土日祝日・休館日を除く、
利用３日前の午前中までとします。
※おにぎり弁当は２日前の午前中まで

【例】 木曜入所で食堂利用 / 月曜休館日の場合
木 金 土 日 月 火 水 木
〇 am〇／pm× ・ ・ ・ × × 入

前の週の金曜日午前中まで変更可能



食物アレルギー対応について

★個別のアレルギー対応食（除去食・

代替食）の提供はできません。

26

★特別な調理のご要望には、お応えで

きません。



①保護者の方に「自然と友と」のメニュー表を見ていた
だき、使用食材や特定原材料をもとに、当日食事を
とるかどうかを判断していただく。

27

食物アレルギーをもつお子さんがいる場合

②「食堂提供の食事を一切とらない」「メニューの一部
を食べない」という場合は、代替え食の持ち込み可能。
冷蔵庫・冷凍庫での保管、電子レンジや湯煎での温め
も可能です。ご相談ください。
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④バス３点セット（見積書・請求書・内訳書）

・３点セットはバス会社が作成します。
予約したバス会社に連絡し受け取ってください。
※バス会社から直接自然の家に郵送orメールも可。

・原本を提出してください。コピーは不可です。

・事前に通知した車種・台数・予算内で予約して
いるか、バス会社に必ず確認してください。

※助成を受ける市内小・中学校のみ

user.xls


①まずは電話で打ち合わせ日をご相談ください。

「来所 or 電話」 の希望もお知らせください。

②打ち合わせ日時決定後、「打ち合わせ用Ｆａｘ

送信書」に詳細を記入し、自然の家に送付し

てください。※送信書はHPの「書類ダウンロード」にあります

29

「事前打ち合わせ日」を決めましょう

少年自然の家 本館事務室
Ｔｅｌ ： ６４３－８５３３ Ｆａｘ： ６４３－８５７４

入所 １ヶ月前 まで

事前打ち合わせ日の決定

入所 ２週間前 まで

事前打ち合わせ
必要書類提出



「事前打ち合わせ」では…

○研修プログラムをもとに、当日の活動
や貸出物品、指導要請等の詳細確認

○活動場所や利用施設の下見

（ゲレンデ・物品・休憩場所・トイレ等）

※下見は打ち合わせとは別日でも可。
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電話での事前打ち合わせについて

電話打ち合わせの場合は…

①打ち合わせ当日まで届くように、提出書類の
送付をお願いします。

②打ち合わせ時刻になりましたら、お手数ですが
自然の家へ電話をください。

冬期利用の指導経験がない方がいる場合は、
来所での打ち合わせ・下見をお勧めします。
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入所時には…

○使用許可証の提示

○請求書内訳書の提出
※食堂利用・弁当等注文の団体のみ

○貸出物品の受け取り

32

本館 or サービスセンター事務室にて
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請求書内訳書

 

入所者・入所団体各位 

請 求 書 内 訳 書 

― 請求書作成上のお願い ― 

山形市少年自然の家 

 この度は、当施設をご利用いただき、ありがとうございます。 

 さて、退所の際に、食事代・シーツクリーニング代の請求書をお渡しします。 

 つきましては、準備の都合上、下の表にご記入の上、入所後なるべく早く、（宿泊の方は遅くて

も退所前日の夕方までに）、本館事務室へご提出ください。 

 なお、研修材料費（キャンプファイヤーの薪、灯油代や各種クラフトの材料代等）については、

退所の際に事務室で精算いたします。実費（現金）でお支払いください。 

【食事代】 

団体名（       ）学年(  ) 

 申し込んだ人数を上段に記入ください。 

 （但し、幼児・児童生徒、大人・教師、市請求に分けて請求書を作成する必要のある場合は、下

段にお書きください。上段は総数をお書きください。） 

 

月日 朝 食 昼 食 夕 食 

 

  月  日 

   

幼児･児童生徒 大人･教師  市請求 

 

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

        

月  日 

   

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

 

月  日 

   

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

 

月  日 

   

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

幼児･児童生徒 大人･教師 

 

市請求 

 

※「市請求」の欄には、市特別支援指導員の人数をご記入ください。 

 

 

【シーツクリーニング代】 

団体名（        ）学年(  ) 

 実際に使用する（した）人数をお書きください。 

月日 種 別 使用数 

  月   日 シーツ・インナーシーツ 幼児･児童生徒（    ） 大人･教師（   ） 市請求（   ） 

      日 シーツ・インナーシーツ 幼児･児童生徒（    ） 大人･教師（   ） 市請求（   ） 

      日 シーツ・インナーシーツ 幼児･児童生徒（     ） 大人･教師（   ） 市請求（   ） 

※「市請求」の欄には、市特別支援指導員の人数をご記入ください。 

「食事代」の請求書を、
児童分と指導者分に分けて
作成します。

書類はHPからダウンロードし
てください。

複数学年で利用の場合は、
学年ごとに請求書を作成す
ることもできます。

kenshu.doc


退所時には…

○食事代納付書の受け取り

○研修材料費の支払い

○貸出物品の返却

※ 「研修日誌」の提出もお願いします。

(後日、Fax・郵送で可）
34

本館 or サービスセンター事務室にて



35

【食事代】 退所時に納付書受取り 金融機関へ
山形市の指定金融機関または収納代理金融機関
窓口での支払いになります。

【研修材料費】 現金で当日支払い

退所時に、本館orサービスセンター事務室での

支払いになります。荒天時にクラフト活動等を

計画している場合は、万が一に備え、現金の準備
をお願いします。

経費の支払いについて



ホームページには様々な動画が…
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事前指導や先生方の研修にご活用ください！

「そり・チューブすべり」
「ラングラウフスキー」

の動画があります

http://iweb.ymgt.ed.jp/shizennoie/

ゲレンデの状況を
ライブカメラで
確認できます。


